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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 1,703 105.2 21 107.3 75 △0.0 51 △12.8
24年12月期第1四半期 830 187.0 10 ― 75 ― 59 ―

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 407百万円 （△38.0％） 24年12月期第1四半期 657百万円 （132.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 0.19 0.18
24年12月期第1四半期 0.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年12月期第1四半期 21,377 12,263 57.2
24年12月期 16,382 11,849 72.1
（参考） 自己資本   25年12月期第1四半期  12,219百万円 24年12月期  11,811百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成25年12月期の配当は未定とさせていただきます。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年12月期 ―
25年12月期（予想） ― ― ― ―

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,840 154.7 223 ― 166 ― 4 ― 0.02
通期 8,061 88.5 688 ― 608 ― 184 ― 0.67



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）P３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 274,158,934 株 24年12月期 274,158,934 株
② 期末自己株式数 25年12月期1Q 161,046 株 24年12月期 161,030 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 273,997,888 株 24年12月期1Q 274,002,959 株
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当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新政権発足後の金融・財政政策への期待感から、外国

為替相場が円安基調に転換するとともに日経平均株価も上昇へ転ずるなど、明るい兆しが見えはじめま

した。しかしながら、欧州金融危機の長期化等により依然として世界経済は減速状態にあるなど、引続

き予断を許さない状況が続いております。 

当社グループにおきましては、宿泊事業において、昨年10月に当社系列ホテルに加わったホテル・ア

ゴーラ リージェンシー堺を運営管理する株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺を前期に連結子会

社化したこと等により、前年同四半期比で大幅な増収となりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高で1,703百万円（前年同四半期比105.2％

増）と大幅に増加し、営業利益は21百万円（前年同四半期比107.3％増）となりました。また、営業外

収益に為替差益96百万円を、営業外費用に豪州の持分法適用関連会社における分譲住宅の販売不振を要

因とする投資損失31百万円計上したこと等により、経常利益は前年同四半期とほぼ同じ75百万円、特別

損失に当期に連結子会社化した匿名組合における共同出資者に対する収益分配部分として匿名組合投資

損失18百万円を計上したことにより、四半期純利益は51百万円（前年同四半期比12.8％減）となりまし

た。 

  

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

  

宿泊事業部門におきましては、前期に株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺を連結子会社化した

ことが寄与し、売上高は1,511百万円（前年同四半期比147.3％増）と大幅な増加となり、第１四半期累

計期間としては４年ぶりに利益を計上し営業利益は25百万円（前年同四半期は営業損失14百万円）と、

増収増益となりました。 

住宅等不動産開発事業部門におきましては、引続き入居率の維持向上と適宜適切な賃貸家賃の見直し

に努め、業務の効率化・合理化を推進した結果、売上高は72百万円（前年同四半期比3.1％増）とな

り、営業利益は36百万円（前年同四半期比16.0％増）となりました。 

霊園事業部門におきましては、販売は引続き堅調に推移し、売上高は102百万円（前年同四半期比

8.6％増）となり、営業利益は１百万円（前年同四半期比18.3％増）と利益を確保することができまし

た。 

証券投資事業部門におきましては、主に当社が香港で保有・運用する外貨建ての外国証券に係る為替

差益等が発生したことにより、営業利益は16百万円（前年同四半期比69.5％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 宿泊事業

② 住宅等不動産開発事業

③ 霊園事業

④ 証券投資事業
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（資産） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて30.5％増加し、21,377百万円と

なりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて12.1％増加し、8,302百万円となりました。これは、現金及

び預金が438百万円、開発事業等支出金が452百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて45.2％増加し12,918百万円となりました。これは、有形固定

資産が5,870百万円増加したことなどによります。 

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて101.1％増加し、9,113百万円

となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.9％増加し、1,743百万円となりました。これは、短期借入

金が100百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて161.2％増加し、7,369百万円となりました。これは、長期借

入金が1,606百万円、匿名組合出資預り金が2,946百万円増加したことなどによります。 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.5％増加し、12,263百万

円となりました。これは、為替換算調整勘定が357百万円増加したことなどによります。 

  

今後の業績見通しにつきましては、現時点で平成25年2月13日に公表いたしました平成25年12月期の

業績予想に変更はありません。 

なお、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合に

は、速やかにお知らせいたします。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 534,320 972,762

売掛金 383,761 289,345

有価証券 256,773 248,898

貯蔵品 78,521 51,230

開発事業等支出金 5,687,239 6,139,660

その他 465,337 605,028

貸倒引当金 △2,448 △4,028

流動資産合計 7,403,505 8,302,897

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 303,822 4,316,237

車両運搬具（純額） 6,849 6,613

工具、器具及び備品（純額） 47,173 116,123

土地 1,555,520 3,355,313

住宅用賃貸不動産（純額） 4,733,120 4,723,091

有形固定資産合計 6,646,486 12,517,380

無形固定資産

借地権 5,000 5,000

商標権 199 192

ソフトウエア 20,335 19,920

電話加入権 364 364

無形固定資産合計 25,898 25,477

投資その他の資産

投資有価証券 1,309,094 54,876

長期貸付金 253,430 244,642

長期未収入金 595,580 －

その他 70,660 80,791

貸倒引当金 △4,200 △4,200

投資その他の資産合計 2,224,564 376,110

固定資産合計 8,896,950 12,918,968

繰延資産 81,668 155,563

資産合計 16,382,123 21,377,430
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 253,268 233,378

1年内返済予定の長期借入金 104,721 174,985

未払金 732,130 689,377

未払費用 179,929 156,642

未払法人税等 62,832 12,966

短期借入金 － 100,500

賞与引当金 28,000 45,418

ポイント引当金 7,006 3,703

その他 343,402 326,900

流動負債合計 1,711,290 1,743,872

固定負債

長期借入金 1,942,982 3,549,038

匿名組合出資預り金 200,000 3,146,572

退職給付引当金 3,064 3,064

長期預り保証金 619,403 618,269

繰延税金負債 13,366 10,243

その他 42,360 42,460

固定負債合計 2,821,177 7,369,649

負債合計 4,532,467 9,113,521

純資産の部

株主資本

資本金 11,415,834 11,415,834

資本剰余金 5,105,960 5,105,960

利益剰余金 △2,563,447 △2,511,467

自己株式 △12,104 △12,104

株主資本合計 13,946,243 13,998,222

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,222 △5

為替換算調整勘定 △2,135,837 △1,778,373

その他の包括利益累計額合計 △2,134,615 △1,778,379

新株予約権 29,096 35,542

少数株主持分 8,932 8,522

純資産合計 11,849,656 12,263,908

負債純資産合計 16,382,123 21,377,430
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 830,281 1,703,560

売上原価 689,955 1,530,590

売上総利益 140,325 172,969

販売費及び一般管理費 129,777 151,104

営業利益 10,548 21,865

営業外収益

受取利息 324 56

為替差益 74,628 96,878

消費税等免税益 12,343 17,217

その他 2,421 7,662

営業外収益合計 89,717 121,814

営業外費用

支払利息 10,971 17,826

持分法による投資損失 13,109 31,417

開業費償却 － 9,509

その他 241 9,005

営業外費用合計 24,322 67,758

経常利益 75,943 75,921

特別利益

受取補償金 2,814 －

新株予約権戻入益 1,997 －

投資有価証券売却益 － 1,817

特別利益合計 4,812 1,817

特別損失

固定資産除却損 371 －

匿名組合投資損失 － 18,027

特別損失合計 371 18,027

税金等調整前四半期純利益 80,384 59,711

法人税、住民税及び事業税 18,808 8,156

法人税等調整額 1,989 －

法人税等合計 20,798 8,156

少数株主損益調整前四半期純利益 59,586 51,554

少数株主損失（△） － △424

四半期純利益 59,586 51,979
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四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
至 平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 59,586 51,554

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,927 △1,228

為替換算調整勘定 596,252 357,464

その他の包括利益合計 598,180 356,236

四半期包括利益 657,766 407,791

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 657,766 408,215

少数株主に係る四半期包括利益 － △424

7

㈱アゴーラ・ホスピタリティー・グループ（9704）平成25年12月期　第１四半期決算短信



 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年１ 月１日  至  平成24年３月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△61,167千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△58,317千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 611,363 70,170 94,756 53,991 830,281 ― 830,281

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 611,363 70,170 94,756 53,991 830,281 ― 830,281

セグメント利益又は損失(△) △14,811 31,077 1,458 53,991 71,715 △61,167 10,548

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,511,848 72,357 102,881 16,472 1,703,560 ― 1,703,560

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,511,848 72,357 102,881 16,472 1,703,560 ― 1,703,560

セグメント利益又は損失(△) 25,941 36,042 1,725 16,472 80,183 △58,317 21,865

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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